
高
速
バ
ス
と
観
光
⑬

成定　竜一が説く　【】

失敗しないオペレーター選び　③

国
内
旅
行
は
４
％
減

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
９
％
増

阪急

総
取
扱
額
は
２
％
減

東武

国
内
減
少
、海
外
は
増

日旅

海
外
好
調

％
増

ＫＮＴ－
ＣＴＨＤ

年
末
年
始
　

人
気
の
旅
行
先

国
内
は
沖
縄
、海
外
は
台
湾
ＪＡＴＡ発表

北
陸
の
特
産
品

列
車
内
で
販
売

ＪＲ西日本

卒
業
・
学
生
旅
行
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
旅
行
が
開
催

国
内
は
５
％
減
少

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

国
内
３
％
減
に

阪
神
Ｔ
Ｉ

高
校
生
が
観
光
誘
客

東
京
で
岡
山
を
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｌ
岡
山
支
店

　
最
終
的
に
商
品
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
加
え
な
い
と
い
け
な

い
の
が
、
都
市
か
ら
観
光
地

へ
の
２
地
点
間
輸
送
で
あ
り

な
が
ら
も
、
行
程
の
途
中
で

観
光
地
に
立
ち
寄
り
、
下
車

観
光
の
時
間
を
確
保
す
る
よ

う
な
「
（
移
動
と
し
て
の
）

高
速
バ
ス
」
と
「
（
旅
行
と

し
て
の
）
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の

ち
ょ
う
ど
中
間
に
当
た
る
商

品
で
あ
る
。

　
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
往

復
の
行
程
も
宿
泊
も
同
一
行

動
し
、
出
発
地
点
に
皆
で
戻

っ
て
く
る
従
来
の
（
発
地
型

の
）バ
ス
ツ
ア
ー
と
異
な
り
、

片
道
の
み
の
乗
車
を
認
め
る

点
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
例
え
ば

「
往
路
は
通
常
の
高
速
バ
ス

で
直
行
し
、
早
め
に
宿
に
入

っ
て
く
つ
ろ
ぎ
、
復
路
は

『
お
任
せ
』
で
観
光
を
楽
し

み
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
」
と

い
う
よ
う
に
、
旅
行
者
自
身

の
ペ
ー
ス
で
行
程
を
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
毎
日
運
行
が
原
則
の
高
速

バ
ス
に
立
ち
寄
り
観
光
を
組

み
込
も
う
と
す
る
と
、
ど
う

し
て
も
総
花
的
に
有
名
観
光

地
を
巡
る
こ
と
に
な
り
、
従

来
の
バ
ス
ツ
ア
ー
と
同
じ
に

な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
の
で
、
季
節
や
曜
日
に
よ

っ
て
立
ち
寄
り
地
点
を
変
え

る
、
と
い
う
工
夫
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
。

　
２
０
１
７
年

月
、
バ
ス

事
業
者
系
旅
行
会
社
で
あ
る

神
姫
バ
ス
ツ
ア
ー
ズ
が
新
商

品
を
発
表
し
た
。
大
阪
・
京

都
～
高
山
～
富
士
山
～
東
京

を
結
ぶ
募
集
型
企
画
旅
行

で
、
貸
し
切
り
バ
ス
が
同
区

間
を
毎
日
１
往
復
す
る
。
郡

上
八
幡
な
ど
途
中
の
観
光
地

で
は
下
車
観
光
の
時
間
を
確

保
し
、
高
山
で
は
宿
泊
施
設

に
横
付
け
す
る
。
現
地
の
路

線
バ
ス
の
フ
リ
ー
乗
車
券
な

ど
を
セ
ッ
ト
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　
旅
行
者
は
、
行
程
上
の
停

車
地
の
ど
こ
で
途
中
下
車
し

て
も
よ
く
、
興
味
の
あ
る
観

光
地
で
降
り
（
必
要
に
応
じ

て
路
線
バ
ス
な
ど
に
乗
り
換

え
て
も
う
１
歩
足
を
伸
ば

し
）
、
宿
泊
、
滞
在
し
て
翌

日
以
降
の
便
に
乗
り
込
ん
で

次
の
地
点
へ
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
大
阪
～
東
京
の

片
道
の
ほ
か
、
大
阪
と
東
京

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
高
山
を
往
復

し
元
の
地
点
に
戻
る
コ
ー
ス

も
販
売
さ
れ
る
。

　
こ
の
商
品
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
募
集

型
企
画
旅
行
で
は
あ
る
が
、

「
移
動
」
と
「
観
光
」
を
兼

ね
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
旅
程

を
組
め
る
と
い
う
点
が
注
目

さ
れ
る
。

　
（
高
速
バ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
究
所
代
表
）

青木　康弘

〈〉

　
前
回
に
引
き
続
き
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
選
び
に
失
敗
し
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
よ

う
。
「
最
初
に
提
案
さ
れ
て
い

た
話
と
違
う
」
「
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な

い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
。

　
４
、
相
性
の
良
い
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
探
す

　
皆
さ
ま
が
保
有
す
る
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
立
地
や
業
態
、規
模
、

オ
ー
ナ
ー
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

責
任
分
担
、
リ
ス
ク
の
許
容
度

に
よ
っ
て
、
適
切
な
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
異
な
る
。
可
能
で
あ
れ

ば
実
績
豊
富
な
大
手
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
依
頼
し
た
い
と
考
え
る

オ
ー
ナ
ー
は
多
い
が
、
受
託
案

件
は
厳
し
く
選
別
さ
れ
る
の
が

実
態
だ
。

　
例
え
ば
、
受
託
を
検
討
す
る

た
め
の
基
本
条
件
と
し
て
、
①

客
室
数
１
０
０
室
以
上
（
旅
館

な
ら
ば

室
以
上
）
②
客
室
グ

レ
ー
ド
が
一
定
基
準
以
上
（
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
り
異
な
る
）

③
著
名
観
光
地
、
も
し
く
は
都

市
部
に
所
在
し
、
観
光
客
・
ビ

ジ
ネ
ス
客
の
入
り
込
み
が
期
待

で
き
る
④
隣
接
す
る
商
圏
に
同

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
運
営
す
る
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
所
在
す
る
（
食

材
や
人
材
の
融
通
が
し
や
す
い

た
め
）
―
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な

い
と
、
す
げ
な
く
断
っ
て
く
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
多
い
。
前
述

の
受
託
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な

い
場
合
は
、
支
配
人
派
遣
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
代
替
案
と

し
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
で
は
運
営
者
の
担
い

手
不
足
を
根
本
解
決
で
き
な

い
。

　
大
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
条
件

に
合
わ
な
け
れ
ば
、
隣
接
す
る

商
圏
で
複
数
店
舗
を
受
託
し
て

い
る
中
小
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
、

直
営
形
態
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

相
談
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。
食

材
や
人
材
の
融
通
が
し
や
す
け

れ
ば
、
立
地
が
悪
く
客
室
数
の

少
な
い
小
規
模
旅
館
・
ホ
テ
ル

で
あ
っ
て
も
引
き
受
け
て
く
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、
正
式
な
依
頼
を
す

る
前
に
、
他
の
施
設
に
試
泊
し

運
営
能
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
財
務
状
態
に
つ
い
て
可
能

な
範
囲
で
開
示
を
受
け
た
方
が

良
い
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
な

ど
の
信
用
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
調

べ
る
と
い
う
手
も
あ
る
。

　
中
小
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
玉
石

混
交
の
世
界
で
あ
り
、
中
に
は

民
泊
代
行
の
延
長
線
上
で
受
託

物
件
を
探
し
て
い
る
会
社
も
あ

る
。
長
期
の
賃
貸
借
契
約
を
結

ん
だ
も
の
の
途
中
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
倒
産
し
た
り
、
い
い
加

減
な
運
営
で
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

価
値
を
毀
損
さ
せ
な
い
よ
う
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）
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日
本
旅
行
の
２
０
１
７
年


月
の
販
売
実
績
は
、
総
販

売
高
が
前
年
同
月
比
０
・
６

％
減
の
３
９
８
億
９
６
６
５

万
円
だ
っ
た
。
国
内
旅
行
が

２
・
４
％
減
、
２
５
３
億
９

５
３
６
万
円
と
減
少
。
海
外

旅
行
が
１
・
８
％
増
の
１
０

７
億
１
５
２
６
万
円
、
国
際

旅
行
が
４
・
１
％
増
の

億

８
３
３
１
万
円
と
前
年
を
上

回
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
団

体
が

・
４
％
減
の

億
９

５
１
５
万
円
。
一
般
団
体

（
９
・
９
％
減
、

億
９
８

５
２
万
円
）
、
教
育
旅
行
団

体
（

・
９
％
減
、

億
９

６
６
２
万
円
）
と
も
に
減
少

し
た
。

　
国
内
企
画
は
４
・
５
％
減

の

億
７
１
３
４
万
円
。
自

社
企
画
の
赤
い
風
船
（
４
・

３
％
減
、

億
３
０
５
０
万

円
）
、
他
社
企
画
（
７
・
８

％
減
、５
億
４
０
８
４
万
円
）

と
も
に
減
少
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計

（

・
２
％
増
、

億
２
８

８
６
万
円
）
は
増
加
し
た
。

　
海
外
は
団
体
（

・
５
％

減
、

億
４
９
３
０
万
円
）

が
大
幅
減
。
一
般
団
体
が


・
７
％
減
少
、
教
育
旅
行
団

体
が
２
・
６
％
増
加
し
た
。

　
海
外
企
画（
３
・
３
％
増
、


億
２
６
６
７
万
円
）
は
増

加
。
自
社
企
画
の
マ
ッ
ハ
・

ベ
ス
ト
ツ
ア
ー
が
２
・
５
％

増
加
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
が
前
年
同
期
比
２
・
１
％

増
の
３
５
０
８
億

万
円
。

こ
の
う
ち
国
内
は
前
年
同
期

並
み
の
２
１
９
４
億
２
０
９

０
万
円
。
海
外
は
５
・
７
％

増
の
９
９
２
億
７
２
８
２
万

円
。
国
際
は
９
・
０
％
増
の

３
１
８
億
８
０
４
０
万
円
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
が

２
０
１
７
年

月

日
に
発

表
し
た

月
の
販
売
実
績

は
、
総
取
扱
額
が
前
年
同
月

比
２
・
３
％
減
の
１
５
８
億

１
５
４
０
万
円
だ
っ
た
。
国

内
旅
行
は
４
・
２
％
減
の
１

１
８
億
８
８
３
４
万
円
と
な

っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
う
ち
団
体
旅

行
は
３
・
５
％
減
で
、
種
別

で
は
一
般
団
体
が
４
・
６
％

減
、
教
育
旅
行
団
体
が
２
・

４
％
減
だ
っ
た
。
個
人
旅
行

は
企
画
商
品
が
５
・
０
％
減

で
、
企
画
商
品
を
除
く
個
人

旅
行
は
７
・
１
％
減
と
な
っ

た
。

　
海
外
旅
行
は
９
・
７
％
増

の

億
２
６
４
１
万
円
。
団

体
旅
行
は

・
１
％
増
、
個

人
旅
行
の
企
画
商
品
は

・

７
％
減
、
そ
の
他
の
個
人
旅

行
は

・
６
％
増
だ
っ
た
。

　
訪
日
旅
行
は

・
２
％
減

の
８
億
１
４
２
７
万
円
。
そ

の
他
の
部
門
は
４
・
９
％
減

の
１
億
８
６
３
９
万
円
だ
っ

た
。

　
４
～

月
の
累
計
で
は
総

取
扱
額
は
２
・
７
％
増
の
８

７
９
億
５
５
１
２
万
円
。
国

内
旅
行
は
０
・
２
％
増
の
６

３
７
億
８
９
４
９
万
円
、
海

外
旅
行
は

・
５
％
増
の
１

９
０
億
８
５
７
２
万
円
、
訪

日
旅
行
は
６
・
２
％
増
の


億
２
０
８
８
万
円
、
そ
の
他

の
部
門
は
１
・
７
％
減
の


億
５
９
０
４
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
２
０
１
７
年


月
の
総
取
扱
額
（
グ
ル
ー
プ


社
計
）
は
、
前
年
同
月
比

３
・
６
％
増
の
５
０
１
億
６

５
３
３
万
円
だ
っ
た
。
国
内

旅
行
が
２
・
２
％
減
の
３
１

５
億
７
８
９
３
万
円
、
海
外

旅
行
が

・
８
％
増
の
１
５

７
億
２
４
７
８
万
円
。
外
国

人
旅
行
は
９
・
９
％
減
の


億
８
２
４
２
万
円
と
な
っ

た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
７
・
２
％
減
（


億
３
８
５
６
万
円
）
、
学
生

団
体
が
０
・
９
％
減
（

億

５
８
３
０
万
円
）
。
学
生
団

体
が
減
る
も
一
般
団
体
が
増

加
し
、
団
体
旅
行
合
計
で
２

・
２
％
増
（
１
０
９
億
９
６

８
６
万
円
）
と
前
年
を
上
回

っ
た
。
国
内
企
画
旅
行
は
、

メ
イ
ト
が
４
・
４
％
減
の


億
７
６
５
７
万
円
、
ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
国
内
は
５
・
６

％
減
の
１
０
９
億
５
８
９
７

万
円
と
な
り
、
合
計
で
５
・

１
％
減
の
１
６
２
億
６
４
１

１
万
円
。
国
内
個
人
旅
行
は

減
少
し
、
１
・
７
％
減
の


億
１
７
９
５
万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
は

・
７
％
増
、
学

生
団
体
は

・
２
％
増
で
、

合
計
が

・
２
％
増
の

億

７
２
１
９
万
円
と
な
っ
た
。

海
外
企
画
旅
行
は

・
７
％

増
の

億
３
５
６
２
万
円
、

海
外
個
人
旅
行
も
４
・
８
％

増
の

億
１
６
９
６
万
円
と

共
に
前
年
を
上
回
っ
た
。

　
区
分
別
に
見
る
と
、
国
内

団
体
は
、
学
生
団
体
の
修
学

旅
行
の
取
扱
人
員
が
減
少

し
、
一
般
団
体
は
企
業
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
増
加
し

た
。
メ
イ
ト
は
、
関
西
、
中

国
、
九
州
、
沖
縄
方
面
が
前

年
を
上
回
っ
た
が
、
北
海
道

や
首
都
圏
地
区
が
前
年
を
下

回
っ
た
。
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
国
内
は
、
一
人
旅
や
テ
ー

マ
旅
行
部
門
の
登
山
な
ど
が

好
調
に
推
移
し
た
が
、
台
風

に
よ
る
取
り
消
し
の
影
響
が

あ
り
、
前
年
を
下
回
っ
た
。

高
校
生
が
岡
山
を
紹
介
し
た

　
日
本
旅
行
は
同
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
「
学
生
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
す
る
。

「
卒
業
旅
行
・
学
生
旅
行
の

思
い
出
」
を
テ
ー
マ
に
１
月


日
か
ら
４
月

日
ま
で
作

品
を
募
集
。
グ
ラ
ン
プ
リ
２

人
に
海
外
航
空
券
を
贈
る
。

　
応
募
は
日
本
旅
行
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
「
＃
タ

ビ
ジ
ェ
ニ
」
「
＃
青
春
し
て

ま
す
け
ど
何
か
」
の
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
を
付
け
て
投
稿
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
の
ほ
か
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
５
組

人
に
国

内
宿
泊
券
、
赤
い
風
船
賞


人
に
日
本
旅
行
赤
い
風
船
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ぴ
ょ
こ
の

る
」
、
マ
ッ
ハ
ベ
ス
ト
賞


人
に
旅
の
便
利
グ
ッ
ズ
「
マ
ル
チ
プ
ラ
グ
」
を
贈
る
。

　
入
賞
発
表
は
５
月
頃
。

　
阪
急
交
通
社
が
２
０
１
７

年

月

日
発
表
し
た

月

の
旅
行
取
扱
額
は
、
前
年
同

月
比

・
３
％
増
の
２
９
０

億
５
５
４
９
万
円
だ
っ
た
。

う
ち
、
国
内
旅
行
は
９
・
４

％
増
の
１
４
０
億
２
０
０
万

円
。
取
扱
人
数
は
前
年
並
み

だ
っ
た
が
、
方
面
別
に
み
る

と
、
北
海
道
は
秋
の
味
覚
を

楽
し
む
商
品
が
人
気
で

％

増
と
高
い
伸
び
。東
北
、九
州

も

％
増
と
好
調
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
ほ
ぼ
全
方
面

で
好
調
。
特
に
、
最
も
取
り

扱
い
の
多
い
欧
州
は

％
増

と
な
っ
た
。
中
国
、
ハ
ワ
イ

も
大
幅
増
で
、
ト
ー
タ
ル
で

は

・
５
％
増
の
１
４
５
億

８
５
６
１
万
円
。
外
国
人
旅

行
は
欧
米
、
豪
州
市
場
が
好

調
で
、
９
％
増
の
４
億
６
７

８
８
万
円
。

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の

月
の
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
１
・

８
％
増
の

億
５
３
９
３
万

円
。
国
内
旅
行
は
団
体
が
前

年
並
み
だ
っ
た
が
、
企
業
の

国
内
出
張
が
減
少
し
、
４
・

９
％
減
の
３
億
２
４
７
６
万

円
。
海
外
旅
行
の
ア
ジ
ア
方

面
は
韓
国
を
除
く
全
方
面
で

前
年
を
上
回
る
な
ど
好
調

で
、
２
・
９
％
増
の

億
１

５
０
６
万
円
に
。
外
国
人
旅

行
は

・
１
％
減
の
１
４
１

１
万
円
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の


月
の
取
扱
額
は
前
年
同
月

比

・
１
％
減
の
２
億
７
３

３
７
万
円
。
国
内
旅
行
は
３

・
２
％
減
の
１
１
１
６
万

円
、
海
外
旅
行
は

・
４
％

減
の
２
億
６
２
２
０
万
円
だ

っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行

販
売
会
社

社
に
よ
る
２
０

１
７
年

月
の
取
扱
額
は
前

年
同
月
比
０
・
５
％
増
の
１

５
７
０
億
４
９
０
０
万
円
。

う
ち
国
内
旅
行
は
、
台
風
な

ど
の
天
候
不
順
や
好
調
な
海

外
旅
行
の
影
響
で
、
４
・
４

％
減
の
９
３
６
億
５
４
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
海
外
旅
行

は
７
・
７
％
増
の
５
３
３
億

２
２
０
０
万
円
、
国
際
旅
行

は

・
３
％
増
の
１
０
０
億

７
３
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
６
・
１
％
減
。

一
般
団
体
は
「
提
携
販
売
」

が
３
・
２
％
増
、
「
企
業
」

が
０
・
６
％
減
、
「
組
織
」

が
１
・
６
％
減
。
教
育
団
体

は
４
・
７
％
減
と
な
っ
た
。

　
企
画
商
品
は
４
・
２
％
減

で
、う
ち
ブ
ラ
ン
ド「
エ
ー
ス

Ｊ
Ｔ
Ｂ
」は
４
・
８
％
減
。手

配
旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全

体
で
は
３
・
５
％
減
だ
っ
た
。

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
ー
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
た
方

面
は
な
し
。
前
年
を
下
回
っ

た
の
は
、
９
・
１
％
減
の
北

海
道
、８
・
６
％
減
の
中
部
、

５
・
５
％
減
の
関
東
、
な
ど

全
方
面
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
旅
行

が
２
・
７
％
増
。
企
画
商
品

が

・
８
％
増
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

０
・
６
％
減
だ
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
向
け
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ツ
ア
ー
「
サ
ン
ラ
イ
ズ

ツ
ア
ー
」
の

月
２
日
付
の

人
員
ベ
ー
ス
で
の
予
約
状
況

は
、

月
が

・
２
％
増
。

４
～

月
累
計
で
は

・
２

％
増
と
な
っ
た
。
先
行
状
況

は

月
が

・
５
％
増
、
１

月
が

・
９
％
増
、
２
月
が


・
０
％
増
。
月
は
人
員
、

販
売
額
と
も
全
方
面
が
前
年

超
え
。
特
に
北
海
道
は
国
内

旅
行
活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
日
本
の
旬
」
の
影
響
も
あ

り
、

・
０
％
増
と
好
調
。

　
２
０
１
７
年
度
の
４
～


月
累
計
は
０
・
２
％
増
の
１

億
４
２
５
億
３
４
０
０
万

円
。
国
内
旅
行
は
１
・
０
％

減
の
６
３
３
８
億
２
６
０
０

万
円
、
海
外
旅
行
が
２
・
０

％
増
の
３
５
４
８
億
５
千
万

円
、
国
際
旅
行
が
３
・
０
％

増
の
５
３
８
億
５
８
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
会
員

旅
行
会
社
を
対
象
に
実
施
し

た
調
査
を
も
と
に
、
年
末
年

始
の
旅
行
動
向
を
発
表
し

た
。
旅
行
先
の
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
は
、
国
内
が
沖
縄
、
海
外

が
台
湾
と
な
っ
て
い
る
。

　
温
暖
な
沖
縄
は
、石
垣
島
、

宮
古
島
な
ど
の
離
島
を
含
め

て
人
気
だ
。
２
位
は
東
京

（
含
む
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
で
、
定
番

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ほ
か
、

都
内
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
も
好
調
と
い
う
。
北
海

道
が
３
位
で
、
北
海
道
新
幹

線
の
開
業
効
果
も
あ
り
、
南

北
海
道
が
人
気
だ
。
Ｕ
Ｓ
Ｊ

が
け
ん
引
し
て
大
阪
が
４

位
、
名
湯
が
数
多
い
九
州
が

５
位
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
出
発
日
は
、

旅
行
代
金
の
高
い
年
末
よ

り
、
比
較
的
値
ご
ろ
感
の
あ

る
前
後
に
集
中
。
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
を
中
心
に
年
末
と
年
始

に
分
散
し
て
い
る
。

　
海
外
旅
行
で
１
位
の
台
湾

は
、
近
く
て
安
心
な
旅
行
先

と
し
て
年
代
、
旅
行
の
形
態

問
わ
ず
人
気
。
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
定
番
の
リ
ゾ
ー
ト

地
、
ハ
ワ
イ
が
２
位
、
冬
が

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
の
タ
イ
が

３
位
と
な
っ
た
。
４
位
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、５
位
が
香
港
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
岡
山
支
店
は

月


日
、
岡
山
県
の
高
校
生
が

地
元
の
魅
力
を
集
め
た
ツ
ア

ー
企
画
を
旅
行
会
社
に
売
り

込
む
「
岡
山
観
光
誘
客
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
を
東
京
で
実
施
し

た
。
岡
山
後
楽
館
高
校
、
倉

敷
商
業
高
校
、
津
山
商
業
高

校
の
３
校
の
生
徒
が
、
ジ
ャ

ル
パ
ッ
ク
（
東
京
都
品
川

区
）
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
ト
ラ

ベ
ル
ゲ
ー
ト
有
楽
町
を
訪

問
。
県
内
の
歴
史
や
伝
統
文

化
、
食
を
体
験
で
き
る
ツ
ア

ー
な
ど
を
売
り
込
ん
だ
。

　
生
徒
に
同
行
し
た
津
山
商

業
の
槇
野
滋
子
校
長
は
「
高

校
生
が
地
元
を
素
材
に
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
。
岡

山
の
隠
れ
た
魅
力
を
発
信
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
ジ
ャ
ル

パ
ッ
ク
の
松
浦
浩
次
取
締
役

は
「
旅
行
企
画
を
通
じ
て
、

岡
山
、
日
本
の
活
性
化
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
岡
山
支
店
は
「
教

育
、
研
究
、
文
化
の
発
展
や

向
上
」
「
生
徒
の
人
材
育
成

や
キ
ャ
リ
ア
育
成
」の
支
援
、

生
徒
と
教
職
員
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
職

員
の
相
互
交
流
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

月
２
日

と
３
日
に
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
～
Ｊ

Ｒ
金
沢
駅
間
の
団
体
臨
時
列

車
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
車

内
で
、
北
陸
の
特
産
品
を
販

売
す
る
「
お
い
し
い
ｄ
ｅ
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
を
開
催
し

た
＝
写
真
。
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
募
集
し
た
旅
行
商
品

の
参
加
者
約
２
５
０
人
を
対

象
に
し
た
車
内
イ
ベ
ン
ト
。

　
列
車
の
う
ち
１
両
（
４
号

車
）
を
商
品
の
販
売
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
設
定
。
北
陸
の
こ

だ
わ
り
の
産
品
を
紹
介
し
、

試
食
や
販
売
を
行
う
初
の
車

内
イ
ベ
ン
ト
。
ワ
ゴ
ン
に
よ

る
車
内
販
売
も
復
活
さ
せ
、

試
食
を
勧
め
な
が
ら
、
特
産

品
を
販
売
し
た
。

　
車
内
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
北
陸
の
特
産
品
の
生
産

者
や
販
売
者
が
列
車
に
乗
り

込
み
、
こ
だ
わ
り
の
産
品
を

直
接
乗
客
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
途
中
駅
の
Ｊ
Ｒ
加
賀
温
泉

駅
で
は
、
途
中
降
車
す
る
乗

客
向
け
に
出
迎
え
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
と

「
試
食
も
好
評
で
、予
想
以
上

の
販
売
と
な
っ
た
」と
い
う
。


